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２

用
す
る
通
勤
客
か
ら
便
利
に
な
っ

た
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
す
。
ま

た
、
河
津
桜
ま
つ
り
期
間
中
は
多

い
時
に
は
1
日
1
万
人
以
上
の
観

光
客
が
利
用
し
ま
す
の
で
、
北
口

の
新
設
に
よ
り
混
雑
緩
和
に
も
な

り
ま
し
た
。

べ
て
に
優
し
さ

長
年
待
ち
望
ま
れ
て
い
た
ホ
ー

ム
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
新
設
さ

れ
ま
し
た
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、

人
乗
り
で
１
番
線
ホ
ー
ム
（
伊

１３豆
急
下
田
方
面
）
と
２
番
線
ホ
ー

ム
（
伊
東
・
熱
海
・
東
京
方
面
）

へ
２
基
新
設
。

月

日
か
ら
利

１２

２５

用
が
開
始
さ
れ
、
年
末
年
始
に
帰

省
し
た
子
ど
も
た
ち
や
、
親
子
連

３

れ
に
た
い
へ
ん
喜
ば
れ
ま
し
た
。

最
近
は
、大
き
な
荷
物
や
キ
ャ
リ
ー

バ
ッ
ク
を
持
つ
お
客
さ
ま
が
増
え

た
の
で
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
需
要

も
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
階
段

部
に
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
の

手
す
り
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
駅
構
内
の
案
内
に
は
、

ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
（
視
覚
記
号
）
と
、

静
岡
空
港
開
港
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

な
ど
で
増
加
す
る
外
国
人
利
用
客

に
対
応
す
る
た
め
、
日
本
語
、
英

語
、
韓
国
語
、
中
国
語
の
多
言
語

が
表
示
さ
れ
ま
し
た
。

駅
構
内
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
２
基

と
誘
導
案
内
サ
イ
ン
設
置
な
ど
、

伊
豆
急
行
河
津
駅
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
施
設
整
備
事
業
費
は
１

1
4
、
１
８
０
千
円
。
こ
の
う
ち

伊
豆
急
行
線
河
津
駅
駅
舎
が
完
成
し
１
月

日
か
ら
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

２９

北
口
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
新
設
し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
も
対
応
。

明
る
く
、
す
べ
て
の
人
に
「
優
し
い
駅
」
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

あ
ふ
れ
る
駅
舎

昨
年
か
ら
進
め
ら
れ
て
い
た
伊

豆
急
行
線
河
津
駅
駅
舎
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
工
事
が
終
了
し
、
河
津
桜
ま

つ
り
の
開
幕
を
前
に
し
た
１
月
２９

日
か
ら
利
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、

採
光
性
の
優
れ
た
大
型
ガ
ラ
ス
を

随
所
に
取
り
入
れ
、
明
る
く
、
開

放
感
の
あ
る
光
あ
ふ
れ
る
駅
舎
に

生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

今
ま
で
あ
っ
た
海
側
の
南
口
、

道
路
側
の
西
口
の
出
入
り
口
に
加

え
、
新
た
に
天
城
側
に
「
北
口
」

が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
天
城
側
に

は
駐
車
場
が
多
く
あ
り
、
毎
日
利

明るくなったコンコース

１新設された北口 駅まで車で利用する通勤客から便利になっ

たという声も多い

２手すりが設置された階段 波型の手すりがバリアフリー

３エレベーター 車椅子やベビーカーのほかに、最近増えた

キャリーバックを持つ観光客にも便利になった

４西口 入り口に手すりが設置され駅表示もリニューアル

５案内の多言語表示 日本語を含め４カ国語で表示されている

近年は外国人の観光客が急増中

６ピクトグラム（視覚記号） 一般に「絵文字」「絵単語」と呼

ばれ情報や注意を示すために表示される視覚記号（サイン）

県
観
光
施
設
整
備
事
業
費
補
助
制

度
に
よ
り
、
県
と
町
か
ら
各
３
分

の
１
の
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
は
、

「
す
べ
て
の
人
の
た
め
の
デ
ザ
イ

ン
」
で
す
。
駅
の
１
日
あ
た
り
の

平
均
乗
降
客
数
は
2
1
0
6
人

（
平
成

年
度
実
績
）。
障
が
い
者

２０

や
高
齢
者
へ
の
メ
リ
ッ
ト
は
も
ち

ろ
ん
、
毎
日
、
駅
を
利
用
す
る
通

勤
・
通
学
者
に
も
使
い
や
す
く
な

り
ま
し
た
。

昭
和

年
に
開
業
し
た
伊
豆
急

３６

行
線
河
津
駅
。
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
で
、
人
に
優
し
い
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
駅
に
生
ま
れ
変

わ
り
ま
し
た
。

interview 駅が新しくなりました。

伊豆急行株式会社

助役

飯田 幸男さん
ゆき お

地元のみなさんやリピーターのお客様

からは「明るくなったね」「きれいになっ

たね」と声をかけられます。お客さまの

笑顔が増え、私たちも嬉しくなります。

エレベーターができて気兼ねなく来られ

るようになったというお客さまもいます。

エレベーターがあるか事前に問い合わせ

をいただくことも多く、「大丈夫です」と

安心してお客さまをお迎えできます。

お客さまの笑顔が増えました

前に比べてきれいになったの

でびっくりしました。切符を

買う機械も新しくなっていま

した。帰る時は、中学校側に

新しくできた入り口（北口）

を利用しています。

電車通学しています
河津中2年

谷澤大弥さん
だい や

（見高浜）

ユニバーサルデザインになっ

てお年寄りにも使いやすいし、

観光客も増えるのではないか

と思いました。エレベーター

には音声もついていて、使い

やすそうだなと思います。

河津中1年

今村舞さん
まい

（見高浜）

光す

１

６ ４

５

３ ２

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
駅
舎
が
誕
生

伊
豆
急
行
線
河
津
駅



５ ４

時
は
幕
末
、
ペ
リ
ー
来
航
を
契

機
に
開
国
へ
向
か
う
日
本
。
四
方

を
海
に
囲
ま
れ
た
地
理
的
条
件
か

ら
、
近
代
的
な
海
軍
を
創
設
す
る

こ
と
が
急
務
と
な
り
、
西
洋
式
蒸

気
軍
艦
の
建
造
が
重
要
な
国
策
と

な
っ
て
い
き
ま
す
。
鈴
木
長
吉
は
、

船
大
工
と
し
て
ま
さ
に
こ
の
時
代

に
活
躍
し
ま
し
た
。
時
代
が
長
吉

を
必
要
と
し
て
い
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
近
代
造
船
の
先

駆
者
と
た
た
え
ら
れ
な
が
ら
も
、

そ
の
功
績
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。

日
本
の
近
代
造
船
技
術
の
発
展

に
貢
献
し
た
鈴
木
長
吉
と
は
、
ど

ん
な
人
物
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

船
大
工
と
し
て
の
道
の
り

鈴
木
長
吉
は
文
政
元
（
1
8
1

8
）
年
、
現
在
の
河
津
町
浜
で
生

ま
れ
ま
し
た
。
幼
少
期
に
つ
い
て

は
詳
し
い
資
料
が
な
く
不
明
で
す

が
、
長
吉
が
成
人
し
た
当
時
、
浜

地
区
は
浦
賀
奉ぶ

行
の
管
轄
で
し
た
。

ぎ
ょ
う

長
吉
は
、
浦
賀
奉
行
に
派
遣
さ
れ
、

船
大
工
と
し
て
の
人
生
を
歩
み
始

め
ま
し
た
。

船
大
工
と
し
て
そ
の
腕
を
磨
き

始
め
た
長
吉
は
、
浦
賀
の
幕
府
造

船
所
で
洋
式
軍
艦
『
鳳
凰
丸
』、
戸

田（
現
在
の
沼
津
市
）で
『
戸
田
号
』

な
ど
の
建
造
に
携
わ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
し
て
、
幕
府
が
設
立

し
た
長
崎
海
軍
伝
習
所
の
１
期
生

に
選
抜
さ
れ
ま
し
た
。

長
崎
海
軍
伝
習
所
１
期
生

長
崎
海
軍
伝
習
所
は
、
安
政
２

（
1
8
5
5
）
年
、
近
代
海
軍
養

成
の
た
め
に
幕
府
が
設
立
し
た
教

育
機
関
で
す
。

各
藩
か
ら
選
抜
さ
れ
た
青
年
た

ち
が
、
オ
ラ
ン
ダ
人
教
師
か
ら
西

洋
技
術
・
航
海
術
・
蘭
学
な
ど
を

学
び
ま
し
た
。
長
吉
は
こ
の
伝
習

所
の
１
期
生
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

ほ
か
に
は
、
勝
麟
太
郎（
勝
海
舟
）

や
鈴
藤
勇
次
郎
、
石
井
修
三
、
小
野

友
五
郎
、戸
田
の
上
田
寅
吉（
虎
吉
）

ら
日
本
を
代
表
す
る
人
物
が
い
ま

し
た
。

伝
習
所
は
、
外
国
人
か
ら
組
織

的
に
西
洋
の
技
術
、
軍
事
調
練
を

学
ん
だ
歴
史
上
日
本
最
初
の
学
校

で
、
海
軍
だ
け
で
は
な
く
、
医
学

養
成
所
、
製
鉄
所
が
三
位
一
体
と

な
っ
た
日
本
の
近
代
化
の
曙
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
を
巣
立
っ
た
彼
ら
は
明
治

維
新
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
大
き

な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

よ
り
高
い
技
術
の
追
求
へ

安
政
４
（
1
8
5
7
）
年
４

月

日
、
江
戸
築
地
の
講
武
所（
旗

１１
本
た
ち
の
た
め
の
武
芸
・
砲
術
な

ど
の
軍
事
訓
練
機
関
）内
に
幕
府
が

新
し
く
軍
艦
操
練
所
を
創
設
し
ま

し
た
。
伝
習
所
を
修
了
し
た
１
期

生
の
中
か
ら
さ
ら
に
厳
し
い
選
抜

を
経
て
、
長
吉
は
職
方
（
役
職
名
）

と
し
て
こ
こ
に
就
任
。

操
練
所
は
、
長
崎
海
軍
伝
習
所

以
上
に
日
本
海
軍
・
船
舶
海
運
の

育
成
に
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
ま

す
。こ

こ
で
の
仲
間
が
、
後
に
咸
臨

か
ん
り
ん

丸
で
太
平
洋
横
断
の
偉
業
を
達
成

ま
るし

た
の
で
す
。

河津出身の
船大工

江戸から明治へ。日本の歴史が大きく動いた時代
咸臨丸に乗船した河津出身の一人の船大工がいました。
かん りん まる

その人の名は、鈴木長吉。
近代造船の先駆者

長吉の歩んだ時代を振り返りながら
その足跡を、民間広報協力員が追いました。

鈴木長吉の写真版 撮影：ウィリアム・シュー
（下田開国博物館保管）

時代考証に基づき、５分の１の縮尺で
正確に再現した咸臨丸の模型
（ホテルジャパン=下田市吉佐美＝提供）

写真に残る鈴木長吉
河津の地で生まれ、船大
工の道を歩んだ鈴木長吉。
写真には、近代造船の先
駆者として名を馳せた長
吉の凛とした姿が写しだ
されています。

民間広協力員特集２０１０
第二弾

あ
る
船
大
工
の
足
跡

近
代
造
船
の
先
駆
者

鈴
木
長
吉

民
間
広
報
協
力
員
特
集

あ
る
船
大
工
の
足
跡

近
代
造
船
の
先
駆
者

鈴
木
長
吉

民
間
広
報
協
力
員
特
集



６

「咸臨丸難航図」 鈴藤勇次郎 原画・木村家所蔵（横浜開港資料館提供・保管）

当時の渡航の荒々しさがうかがえる一枚。この船に乗り長吉はアメリカへ渡った

７

そ の 他旧名／排水量※種 類建造場所竣工など船 名

帆に黒い横縞が描かれている－帆 船浦賀大ケ谷
１８５３年起工
１８５４年竣工鳳凰丸

安政東海地震による津波で大破したロ
シア軍艦ディアナ号の代船として建造

－
７５トン

帆 船君沢郡戸田村１８５５年３月竣工戸田号（君沢形）

１８５５年オランダ国王ウィレム３世から
１３代将軍徳川家定へ贈呈された

スンビン号
３５３トン

外輪式蒸気船オランダ
１８５０年起工
１８５３年竣工観光丸

オランダに発注した練習艦
ヤーパン号
６２０トン

スクリュー式蒸気船オランダ
１８５５年起工
１８５７年竣工咸臨丸

初の国産蒸気式軍艦
－

１４０トン
蒸気軍艦石川島造船所

１８６２年起工
１８６６年竣工千代田形

ႝ࿐ಿ̦Ȇ࠺௮̹̽ͩͅࠈ৽̈́

長
崎
海
軍
伝
習
所
修
了
後
、
同

じ
く
幕
府
が
江
戸
築
地
に
開
設
し

た
軍
艦
操
練
所
で
職
方
（
役
職
名
）

と
し
て
仕
え
た
長
吉
。
そ
の
後
、

勝
海
舟
が
艦
長
で
知
ら
れ
る
咸
臨

丸
で
太
平
洋
往
復
を
果
た
し
ま
し

た
。
長
吉

歳
の
時
で
し
た
。

４３

勝
海
舟
ら
と
と
も
に
乗
船

咸
臨
丸
は
安
政
７（
１
８
６
０
）

年
１
月

日
、
浦
賀
を
出
航
し
ア

１９

メ
リ
カ
に
向
か
い
ま
し
た
。
幕
府

の
船
と
し
て
初
め
て
太
平
洋
を
横

咸臨丸で初の
かん りん まる

太平洋横断

断
し
た
の
で
す
。

そ
の
船
に
は
、
艦
長
に
勝
麟
太

郎（
勝
海
舟
）、
運
用
方
に
鈴
藤
勇

次
郎
、
測
量
方
に
小
野
友
五
郎
、

蒸
気
方
に
肥
田
浜
五
郎
、
通
弁
方

に
ジ
ョ
ン
万
次
郎
、
木
村
喜よ

し

毅
司

た
け

令
官（
軍
艦
奉
行
）の
従
者
と
し
て

福
澤
諭
吉
な
ど
名
だ
た
る
人
た
ち

が
乗
船
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
長
吉
は
大
工
役
と

し
て
乗
船
し
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
の
メ
ア
・
ア
イ
ラ
ン
ド
海
軍
造

船
所
で
、
往
路
航
海
中
に
嵐
で
傷

ん
だ
咸
臨
丸
の
ド
ッ
ク
修
理
に
あ

た
り
ま
し
た
。

咸
臨
丸
で
の
足
跡

下
田
開
国
博
物
館
＝
下
田
市
＝

に
は
、
長
吉
が
咸
臨
丸
で
の
渡
米

か
ら
持
ち
帰
っ
た
と
さ
れ
る
海
外

土
産
の
、
ガ
ラ
ス
瓶
、
水
パ
イ
プ
、

ア
メ
リ
カ
製
皿
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。長

吉
の
写
真
版（
４
㌻
）は
、
咸

臨
丸
で
渡
米
し
た
時
に
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
で
撮
影
し
た
も
の
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
代
の
写

真
が
残
っ
て
い
る
こ
と
は
大
変
貴

重
な
こ
と
で
、
東
京
都
写
真
美
術

館
＝
東
京
都
目
黒
区
恵
比
寿
＝
に

展
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
る
そ

う
で
す
。

涯
技
術
者
と
し
て
人
生
を
全
う
し

た
人
は
、
恐
ら
く
彼
一
人
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
も
船
大
工

職
に
徹
し
て
栄え

い

達
を
望
ま
な
か
っ

た
つ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今

日
の
貿
易
立
国
を
支
え
て
い
る
海

運
を
育
て
た
人
で
す
。
松
下
幸
之

助
、
豊
田
佐
吉
に
勝
る
と
も
劣
ら

な
い
人
で
す
。

ま
た
、
伊
豆
の
人
と
し
て
、
長

吉
と
、
石
井
修
三
（
韮
山
）、
肥
田

浜
五
郎
（
伊
東
市
八
幡
野
）
は
、

互
い
に
支
え
合
い
ま
し
た
。
戸
田
、

長
崎
、
築
地
、
咸
臨
丸
と
（
肥
田

は
戸
田
を
石
井
は
咸
臨
丸
を
体
験

し
て
い
ま
せ
ん
が
）
同
じ
道
を
歩

ん
だ
3
人
で
す
。」

相
原
さ
ん
の
話
を
聞
き
、
河
津

出
身
の
鈴
木
長
吉
を
さ
ら
に
誇
り

に
感
じ
ま
し
た
。

元
教
員
の
相
原
さ
ん
が
、
最
初

に
赴
任
し
た
の
が
河
津
で
し
た
。

同
僚
に
長
吉
の
子
孫（
４
代
目
）の

妻
で
あ
る
鈴
木
す
ゑ
さ
ん
が
い
た

こ
と
な
ど
か
ら
、
長
吉
と
河
津
に

不
思
議
な
縁
を
感
じ
、
長
吉
に
つ

い
て
の
研
究
を
始
め
、
そ
の
偉
大

な
功
績
に
驚
い
た
そ
う
で
す
。

「
長
吉
は
、
帆
船
か
ら
ス
ク

リ
ュ
ー
船
ま
で
の
船
舶
動
力
の
変

遷
す
べ
て
と
外
国
ド
ッ
ク
の
体
験

に
か
か
わ
り
ま
し
た
。
政
治
家
や

実
業
家
に
転
身
す
る
こ
と
な
く
生

今
日
の
貿
易
立
国
を
支
え
て
い
る

海
運
を
育
て
た
人

長吉を研究した

相原 修さん
（あいはら おさむ）

７５歳＝駿東郡長泉町＝

相
原
修
さ
ん
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

で
、
現
代
版
長
崎
海
軍
伝
習
所
と
い

え
る
Ｖ
Ｅ
Ｄ
Ｃ
Ａ（
国
立
農
業
教
育

研
究
セ
ン
タ
ー
）の
創
設
に
あ
た
っ
た

時
か
ら
、
先
祖
で
あ
る
蘭
学
者
・
石

井
修
三
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
研

究
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
修
三
と

一
緒
に
ロ
シ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
の
造
船

を
学
ん
だ
長
吉
を
知
り
ま
し
た
。

現
在
の
河
津
町
浜
に

生
ま
れ
る

成
人
後
、
船
大
工

棟
梁
、
東
浦
賀
の

勘
左
衛
門
か
西
浦

賀
の
重
五
郎
の
い

ず
れ
か
の
弟
子
に

な
っ
た
と
推
測
さ

れ
る

『
鳳
凰
丸
』
竣
工

『
戸
田
号
』
竣
工

長
崎
海
軍
伝
習
所
へ

派
遣
さ
れ
る
。

長
崎
留
学
前
ご
ろ
、

帯
刀
（
一
刀
差
し
）

を
許
さ
れ
た
と
推

測
さ
れ
る

軍
艦
操
練
所
職
方
御

雇『
咸
臨
丸
』
大
工
役
に

拝
命
さ
れ
太
平
洋
を

往
復
す
る

『
千
代
田
形
』
竣
工

苗
字
帯
刀
（
二
本
差

し
）
を
許
さ
れ
る

横
須
賀
製
鉄
所
に
仕

え
る

造
船
三
等
中
手
（
工

部
省
）と
し
て
仕
え

る
。
横
須
賀
で
在
籍

の
ま
ま
病
没
。

歳
５５

の
生
涯
を
閉
じ
る

１
８
１
８

１
８
３
７

１
８
５
４

１
８
５
５

１
８
５
５

１
８
５
７

１
８
６
０

１
８
６
６

１
８
６
８

１
８
７
０

１
８
７
２

鈴
木
長
吉
氏
の
あ
ゆ
み
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【
国
内
の
主
な
動
き
】

（
１
８
２
５
）

異
国
船
打
払
令
を
発
布

（
１
８
５
３
）

ペ
リ
ー
来
航

浦
賀

大
船
建
造
許
可
令

（
１
８
５
４
）

ペ
リ
ー
来
航

下
田

（
１
８
５
４
～
５
５
）

安
政
の
大
地
震

（
１
８
５
８
～
５
９
）

安
政
の
大
獄

（
１
８
６
０
）

桜
田
門
外
の
変

（
１
８
６
４
）

池
田
屋
事
件

（
１
８
６
７
）
大
政
奉
還

（
１
８
６
８
）

元
号

明
治
へ



８９

数
年
前
か
ら
話
題
に
上
っ
て
い

て
も
、
な
か
な
か
手
を
つ
け
ら
れ

な
か
っ
た
鈴
木
長
吉
に
つ
い
て
、

今
回
わ
ず
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、

紐
解
く
こ
と
が
で
き
て
ホ
ッ
と
し

ひ
もて

い
ま
す
。

民
間
広
報
協
力
員
で
も
、
長
吉

の
こ
と
を
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
人

が
ほ
と
ん
ど
で
、
ま
さ
に
ゼ
ロ
か

ら
の
出
発
で
し
た
。
実
際
に
取
材

を
始
め
て
み
る
と
、
難
航
す
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
予
想
に
反
し

て
、
実
に
多
く
の
資
料
が
集
ま
り
、

逆
に
掲
載
す
る
内
容
を
絞
る
の
に

苦
労
し
た
ほ
ど
で
す
。

紙
面
の
都
合
も
あ
り
、
今
回
は
、

ほ
ん
の
少
し
し
か
ご
紹
介
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
長
泉
町
の
相
原

修
先
生
や
谷
津
の
三
澤
晨
子
さ
ん

な
ど
か
ら
、
貴
重
な
お
話
を
伺
う

こ
と
が
で
き
て
、
長
吉
の
功
績
を

知
る
と
と
も
に
、
長
吉
が
多
く
の

人
に
愛
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。

こ
れ
ほ
ど
の
偉
業
を
遂
げ
な
が

ら
も
、
町
内
で
は
無
名
の
長
吉
に

つ
い
て
、
少
し
で
も
知
っ
て
い
た

だ
き
、
誇
り
に
感
じ
て
い
た
だ
き

た
い
。
ま
た
、
河
津
の
子
ど
も
た

ち
に
、
歴
史
上
の
偉
大
な
人
物
と

し
て
、
語
り
継
い
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
し
た
。長
吉
に
興
味
を
持
っ

た
ら
ぜ
ひ
、
図
書
館
で
相
原
修
先

生
の
著
書
『
蘭
学
者
・
石
井
修
三

の
生
涯
』
を
読
ん
で
み
て
く
だ
さ

い
。
長
吉
と
そ
の
時
代
背
景
に
つ

い
て
、
さ
ら
に
理
解
が
深
ま
り
ま

す
。今

回
の
特
集
が
、
鈴
木
長
吉
の

研
究
を
さ
ら
に
推
し
進
め
て
い
く

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
、
取
材
陣
一

参考文献

『蘭学者・石井修三の生涯』 相原修／著 羽衣出版（有）／発行
おさむ

『星への道』第二回「伊豆文学賞」優秀作品集 静岡新聞社／発行

収納作品「咸
かん

臨
りん

丸の
まる

船
せん

匠」
しょう

安
あ

土
づち

肇／著 静岡新聞社／発行
はじめ

『長崎海軍伝習所』 藤井哲博／著 中公新書

『夜明けまえ 知られざる日本写真開拓史Ⅱ中部・近畿・中国地

方編』 研究報告書 東京都写真美術館

『広報よこすか』第５６３号６ページ

『風土誌川津』№１河津町文化財専門委員会／編集・発行

※相原修さんから、著著『蘭学者・石井修三の生涯』を町立文化

の家図書館に寄贈していただきました。貸し出し可能です。

時を越え
今も残る足跡

編

集

後

記
長吉が持ち帰ったとされる外国土産（１～３）

長吉に出された工部省の辞令

1．ガラス瓶 ３．アメリカ製皿

２．水パイプ

同
、
感
慨
無
量
で
す
。
最
後
に
な

り
ま
し
た
が
、
取
材
に
ご
協
力
い

た
だ
い
た
多
く
の
皆
さ
ま
に
、
心

か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
民
間
広
報
協
力
員
一
同
（
渡
邊
恵

美
子
・
渡
辺
尚
志
・
平
川
和
也
・
鈴

木
宏
章
・
稲
葉
あ
す
み
・
安
藤
圭

一
・
鈴
木
幸
子
・
高
城
茂
彦
・
法
月

真
紀
）
協
力
・
山
川
智
美
】

鈴木長吉の墓（右）

この町で眠る長吉
鈴木長吉は、明治５（１８７２）年

２月２８日、享年５５歳（数え年）

でその生涯を閉じました。

長吉は長福寺＝浜＝で静か

に眠っています。長吉の戒

名は「大量院願船良應居士」。

長吉のお墓の隣には、娘・

とよの墓がありました

長吉の子孫（５代目）

三澤 晨子さん
（みさわ あきこ）

７３歳 ＝谷津＝

三
澤
晨
子
さ
ん
の
祖
母
て
う

（
ち
ょ
う
）
さ
ん
は
、
鈴
木
長
吉

の
孫
に
あ
た
り
ま
す
。

晨
子
さ
ん
は
、
て
う
（
ち
ょ
う
）

さ
ん
が
、
浦
賀
か
ら
浜
に
移
築
し

た
長
吉
の
家
（
今
は
建
て
替
え
て

残
っ
て
い
ま
せ
ん
）
で
、
長
吉
の

娘
の
と
よ
さ
ん
の
世
話
を
し
な
が

ら
暮
ら
し
て
い
た
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
。
移
築
さ
れ
た
家
は
中
２

階
で
、
当
時
と
し
て
は
と
て
も
珍

し
か
っ
た
そ
う
で
す
。
と
よ
さ
ん

は
、
繭
玉
を
紡
ぎ
、
機
織
り
を
し

て
い
た
そ
う
で
す
。

と
よ
さ
ん
が

歳
で
亡
く
な
っ

９８

た
と
き
、
晨
子
さ
ん
は
小
学
５
年

生
で
し
た
。
今
思
え
ば
、
長
吉
の

娘
に
直
接
会
っ
て
い
た
わ
け
で
、

そ
う
考
え
る
と
、
１
世
紀
以
上
前

に
船
大
工
と
し
て
活
躍
し
た
長
吉

を
、
よ
り
近
く
に
感
じ
ら
れ
る
そ

う
で
す
。

「
今
年
は
万
延
元
年
遣
米
使
節
１５０

周
年
に
あ
た
り
、
記
念
す
べ
き
年

に
長
吉
の
こ
と
を
町
民
の
皆
さ
ん

に
知
っ
て
い
た
だ
け
て
、
と
て
も

う
れ
し
い
。

私
の
姉
（
相
良
順よ

り

子
さ
ん
＝
三

こ

島
市
＝
）
も
、
長
吉
が
使
っ
て
い

た
つ
づ
ら
を
今
で
も
管
理
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
下
田
開
国

博
物
館
の
芳
野
才
利
さ
ん
や
相
原

修
先
生
、『
咸
臨
丸
子
孫
の
会
』
の

皆
さ
ん
と
の
交
流
を
通
し
て
研
究

を
続
け
て
、
長
吉
の
こ
と
を
語
り

継
い
で
い
き
た
い
。

長
吉
の
足
跡
を
よ
り
多
く
の
皆

さ
ん
に
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
先

祖
で
あ
る
長
吉
に
思
い
を
馳
せ
て

い
ま
し
た
。

長
吉
の
足
跡
を

多
く
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
。

河
津
の
地
で
生
ま
れ
、
船
大
工

の
道
を
歩
ん
だ
鈴
木
長
吉
。
近
代

造
船
の
先
駆
者
と
し
て
名
を
馳
せ

偉
大
な
功
績
を
残
し
た
長
吉
の
面

影
は
、今
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
残
っ

て
い
ま
す
。
数
々
の
ゆ
か
り
の
品

が
歴
史
を
物
語
り
、
子
孫
が
そ
の

志
を
語
り
継
い
で
い
ま
す
。

長
吉
ゆ
か
り
の
品
々

下
田
開
国
博
物
館
＝
下
田
市
＝

に
は
、
長
吉
の
写
真
版
や
咸
臨
丸

で
の
渡
米
か
ら
持
ち
帰
っ
た
と
さ

れ
る
土
産
の
ほ
か
に
も
、
長
吉
ゆ

か
り
の
品
が
多
数
保
管
さ
れ
て
い

ま
す
。

「
観
光
丸
見
取
之
図
」は
、
長
吉

の
直
筆
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
精
密
さ
か
ら
は
、
長
吉
の
高
い

技
術
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。長

吉
が
工
部
省
（
明
治
初
期
の

殖
産
興
業
を
支
え
た
中
央
官
庁
）

で
仕
え
た
と
き
の
辞
令
に
は
、「
月

給

両
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

５０
当
時
、
同
所
に
仕
え
た
浦
賀
奉
行

所
の
役
人
よ
り
高
給
と
い
う
破
格

の
待
遇
と
い
う
こ
と
で
す
。
長
吉

の
実
力
を
物
語
る
貴
重
な
一
枚
で

す
。第

2
回
伊
豆
文
学
賞
（
１
９
９

９
年
）
優
秀
賞
受
賞
作
品
「
咸
臨

丸
の
船せ

ん

匠
」（
安
土
肇
・
著
）
で

し
ょ
う

は
、
長
吉
を
モ
デ
ル
に
、
咸
臨
丸

で
の
活
躍
や
、
好
奇
心
お
う
盛
で

常
に
向
上
心
を
忘
れ
な
い
男
の
一

生
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

鈴
木
長
吉
の
足
跡
は
こ
う
し
て

語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。
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長吉直筆の観光丸見取之図



１０１１

慎重な手つきで材料を合わせる参加者

高齢者男性料理教室が２月１０日、保健福祉センター

で開かれました。この教室は６０歳以上の男性を対象に

町社会福祉協議会が募集し、８人が参加しました。「家族

が病気で料理をやらざるをえなくなったので習いにき

ました」という人から「毎年参加していて楽しい」と

いう人まで料理歴もさまざま。約１時間半の調理時間

で、「鶏だんごと春雨のスープ」など４品を作りました。

２区から３区へタスキをつなぐ河津中（女子）チーム

河津から下田市内まで６人でタスキをつなぐ伝統の下

田・河津間駅伝競走大会が１月２４日、南小グラウンドを

スタートし行われました。参加した６９チームのうち町

関係チームは５チーム。中学校女子の部では、河津中が

４年連続で優勝を果たしました。中学校男子の部で河津

中が２位、一般男子の部で、オール河津５位、河津町役

場９位、河津走ろう会が３２位とそれぞれ健闘しました。

第１２回ツーデーマーチが２月１３日・１４日

の両日、河津バガテル公園をスタートして

行われました。１日目の「踊り子コース」

は天城方面を、２日目の「河津桜コース」

は、今井浜海岸方面を歩きました。初日は

あいにくの雨となりましたが、参加者は傘

をさし、河津川沿いで６分咲きとなった河

津桜を楽しみながら一歩一歩ゴールをめざ

しました。２日間で延べ１１５９人が参加。コー

ス沿いでは、とん汁、伊勢エビのみそ汁な

どが振る舞われました。

まちの
出来事

ZOOMINKAWAZU生産者のみなさんに感謝を表す東小児童

地場給食に食材を供給する生産者と児童との交流給

食会が学校給食週間（１月２４日～３０日）期間中の１月

２５日、東小学校で行われました。学校給食センターで

は平成１９年１１月から地場給食を始め町農業経営振興会

朝市部会のみなさんが生産した野菜や米を給食に使用

し始めました。教室には採れたての野菜も並び、児童

たちは、あらためて生産者に感謝を表していました。

落成式で交流館への期待を述べる櫻井町長

河津桜観光交流館が完成し、２月１日、落成式が行

われました。交流館は、町の新たな観光交流の拠点、

情報発信基地としてオープンしました。館内には、町

観光協会事務局、町内で採れた農作物を販売する物販

コーナー、展示コーナーなどがあります。この日は、

開館を待ちかねた町民や観光客が訪れ、地場産品販売

コーナーで、新鮮な野菜や花を買い求めていました。

完成を祝い乾杯する関係者

町商工会が地域おこしとして開発したイモ焼酎「力

石」とかわづ桜うどんの完成披露会が１月２６日、「力石」

にちなんだ八幡神社境内＝谷津＝で行われました。昨

年販売された「力石」に続き、今年開発されたかわづ

桜うどんは、桜葉を練りこんだ淡いピンク色の麺。食

べた人が河津桜を連想し、また見に行きたいと思って

もらいたいという願いが込められています。雪合戦を楽しむ東小児童

東小児童交流が１月２０日から２２日にかけて、姉妹都

市長野県白馬村で行われました。東小５年生１４人は、

白馬南小５年生と白馬五竜スキー場でスキーを体験し

ました。ほとんどの児童がゲレンデでスキーをするの

は初めてでしたが、白馬の子どもたちに教えてもらい

ながら、その日のうちには滑れるようになりました。

またそり遊びや雪合戦などの雪遊びも楽しみました。

男性も料理を作りましょう
高齢者男性料理教室

おいしい食材をありがとう
学校給食週間「生産者との交流給食会」

海っ子、白馬で雪遊び満喫
東小・白馬南小スキー交流

焼酎とうどんで地域おこし
河津産イモ焼酎・かわづ桜うどん完成披露会

河津中女子が４年連続優勝
第３８回下田・河津間駅伝競走大会

新たな情報発信基地の完成
河津桜観光交流館落成式

河津桜に沿って歩く
河津桜ツーデーマーチ

2日目、河津バガテル公園をスタートする参加者
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穏
や
か
で
優
し
い
感
じ
の
土
屋

匡
史
さ
ん
。
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
で

働
い
た
経
験
を
生
か
し
、

歳
で

２６

「
こ
ね
こ
ハ
ウ
ス
」
を
始
め
ま
し

た
。
4
年
目
に
入
り
、軌
道
に
乗
っ

て
き
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
こ
ね
こ
ハ
ウ
ス
」
は
主
に
猫
の

ネ
ッ
ト
販
売
で
、
日
本
全
国
は
も

ち
ろ
ん
海
外
か
ら
の
問
い
合
わ
せ

も
あ
る
そ
う
で
す
。
現
在
、
親
猫

匹
、
子
猫
数
匹
を
飼
育
中
。
頼

５０ま
れ
れ
ば
犬
・
鳥
・
ゾ
ウ
ガ
メ
も

扱
う
そ
う
で
す
。ラ
ガ
ー
マ
フ
ィ
ン
、

エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
シ
ョ
ー
ト
ヘ
ア
ー
な

ど
珍
し
い
猫
も
見
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
猫
の
部
屋
や
ゲ
ー
ジ
は
、

毎
日
３
時
間
く
ら
い
か
け
て
清
掃
し
、

エ
ア
コ
ン
も
完
備
さ
れ
て
い
て
、

と
て
も
住
み
心
地
良
さ
そ
う
に
猫

た
ち
も
の
ん
び
り
と
く
つ
ろ
い
で

い
ま
し
た
。

猫
の
自
由
き
ま
ま
な
と
こ
ろ
と

穏
や
か
な
と
こ
ろ
が
魅
力
だ
と
お
っ

し
ゃ
り
、
匡
史
さ
ん
の
夢
「
平
穏

に
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
」
と
似
て

い
る
気
が
し
ま
し
た
。

趣
味
は
「
子
猫
に
は
関
係
な
い

ん
で
す
が
磯
釣
り
で
す
」
と
控
え

目
に
お
っ
し
ゃ
り
、「

セ
ン
チ
以

５０

上
の
メ
ジ
ナ
を
釣
り
上
げ
て
み
た

い
で
す
」
と
笑
顔
で
答
え
て
く
れ

ま
し
た
。
一
人
で
こ
ね
こ
ハ
ウ
ス

を
軌
道
に
乗
せ
た
匡
史
さ
ん
な
ら
、

い
つ
か
釣
り
あ
げ
る
と
思
い
ま
す
。

「
１
年
目
は
本
当
に
不
安
で
大
変

な
思
い
も
し
た
け
れ
ど
、
こ
つ
こ

つ
と
や
り
続
け
、
そ
し
て
ネ
ッ
ト

時
代
が
助
け
て
く
れ
た
ん
で
す
」

と
謙
虚
に
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
自
分
ら
し
く
が

ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
取
材
】
鈴
木
幸
子
さ
ん
（
民
間
広
報
協
力
員
）

時代に乗って
こねこハウス

土屋 匡史さん

《２４６》

つちや ただふみ

見高入谷 上の本多

２９歳 Ｏ型 てんびん座
こねこハウス 経営
URL:http://www.konekohouse.com

毎
年
、
河
津
桜
ま
つ
り
に
合

わ
せ
、
町
立
文
化
の
家
展
示
ス

ペ
ー
ス
で
作
品
展
を
開
い
て
い

る
鈴
木
修
さ
ん
。「
こ
こ
で
の
作

品
展
は
今
回
で
８
回
目
く
ら
い

で
、
ス
ペ
ー
ス
は
小
さ
い
け
れ

ど
土
日
も
開
い
て
い
て
、
図
書

館
へ
来
た
町
の
人
に
気
軽
に
見

て
も
ら
え
る
の
が
い
い
で
す
ね
」

と
話
し
ま
す
。

河
津
桜
を
見
学
に
訪
れ
た
際
、

立
ち
寄
っ
た
人
か
ら
は
、「
今
年

も
ま
た
行
き
ま
す
」
と
連
絡
を

い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
る
と
か
。

作
品
を
見
た
人
と
の
つ
な
が
り

を
感
じ
、「
こ
の
時
期
に
開
催
し
て

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
笑
み

を
浮
か
べ
ま
す
。

「
油
絵
は
と
て
も
ク
ラ
シ
ッ
ク
な

仕
事
。
手
間
が
か
か
る
分
か
え
っ

て
コ
ク
が
あ
る
」
と
話
す
鈴
木
さ

ん
。
今
年
の
テ
ー
マ
『
午
後
の
食

卓
』
は
、
昨
年
の
小
品
展
『
花
』

で
展
示
し
た
「
午
後
の
食
卓
」
と

い
う
一
枚
の
絵
か
ら
浮
か
ん
だ
そ

う
で
す
。「
コ
ー
ヒ
ー
の
香
り
」「
午

後
の
陽
ざ
し
」「
海
辺
」
な
ど
、
12

作
品
が
並
ぶ
作
品
展
。
鮮
や
か
な

ブ
ル
ー
の
色
彩
が
と
て
も
印
象
的

で
し
た
。

作者 鈴木 修さん

ラ・フランス（B) 『午後の食卓』より

油絵小品展「午後の食卓」

町立文化の家展示スペース 2月10日～3月10日開催

②
K̨ͣ͝ ȡͤ

すずき おさむ

日本美術家連盟会員

新槐樹社会員

81歳 小鍋
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図書館カレンダー 3月

土金木水火月日

654321

13121110987

20191817161514

27262524232221

31302928

語りかけから、始めよう。

今月のブックスタート

と き：３月２５日(木）１３時～
ところ：保健福祉センターふれあいホール
対象者：平成２１年１１月生まれの赤ちゃん

図書館だより
http://www.bunkanoie.town.kawazu.shizuoka.jp

【開館時間】9:00～17:00
【休館日】月曜・祝休日・月末日
【問い合わせ】
町立文化の家図書館
緯３４－１１１５

No.83

新着図書案内 ほかにも新着図書があります。
貸出中の場合は予約できます。

出版者著者名書 名（一般書）

毎日新聞社安部 龍太郎蒼き信長 上・下

東京創元社湊 かなえＮのために

ダイヤモンド社
ドゥーガル・ディクソン／著

金原 瑞人／訳グリーンワールド 上・下

技術評論社川野 恭子
はじめての
「ゆるかわ写真」レッスン

河出書房新社岩崎 啓子献立蒸しレシピ

出版者著者名書 名（児童書）

理論社久美 沙織ブルー

あかね書房
斉藤 洋／作
かたおか まなみ／絵

ゆうれいパティシエ事件

アリス館どい かや
チリとチリリ
ゆきのひのおはなし

ひさかた
チャイルド

間所 ひさこ／作
黒井 健／絵

ころわんが
はるみっけ！

いかだ社岩藤 しおい花の工作図鑑

今月のおはなし会

「さくらの会」読み聞かせ会
14時30分～日曜日

３月１４・２８日

乳幼児向けの読み聞かせ

「はらぺこあおむしの会」
１０時１０分～１０時３０分０・１・２歳児向け

１０時４０分～１１時２・３歳児向け

(毎週木曜日)

３月４・１１・１８・２５日

１４時３０分～１５時幼児向け

(第３木曜日)

３月１８日

小学生向けの読み聞かせ

「時間のはこぶね」
１５時５０分～１６時２０分毎週木曜日

３月４・１８日

※変更がある場合は、図書館に掲示します。

図書館は忍者のように歩こうね。

さくら幼稚園年長児が６月２３日、紙芝居や

手袋シアターを見ながら図書館での約束やマ

ナーの守り方を学びました。「歩く時は、忍

者のように静かに、しかし、ゆっくりと…」

との先生の言葉に「ちゃんと約束守れるよ！」

と言っているかのように慎重な表情で歩く園

児の姿が印象的でした。

図書館は子どもたちの学びの場
図書館は、町内の幼稚園・小学校・中学校の活動のひとつとしても

利用されています。今年度も、たくさんの子どもたちがやってきまし

た。今回は、そんな子どもたちの図書館活動をご紹介します。

前より本が読みたくなった！

東小３・４年生が６月１７日、社会科見学で

訪れました。職員から図書館の仕事内容や図

書館であったエピソードなどを熱心に聞いて

いました。後日図書館へ寄せられた手紙では、

「木でできていて素敵だなあと思った」

「なくてはならないもの（施設）だと思った」

「家族でまた来たい」

「前より本が読みたくなった」

などの感想が書いてありました。

郷土の資料で勉強しました。

河津中１年生が２月４日、総合の授業で河

津について調べに来ました。自分たちが調べ

たいことをコンピュータで検索したり、さま

ざまな郷土資料の中から必要な資料を探した

りして、町内の神社・寺院・祭りなどについ

て友だちと協力しながら調べていました。

自分で本を借りる園児

図書館に寄せられた児童の手紙

郷土資料を探す生徒



【今月の納税】
後期高齢者保険料 ８期

３月３１日（水）が納期です

問 窓口税務課 緯３４－１９３２

暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮暮ららららららららららららららららららららららららららららららららららししししししししししししししししししししししししししししししししししのののののののののののののののののののののののののののののののののの情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情暮らしの情報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報

（２月１日現在）

（－１２)前月比人８,２１１人 口

人３,９３８（男）

人４,２７３（女）

（－３）前月比世帯３,３１１世帯数

人人口と世人口と世帯帯

ひと の動 き

（１月１日～３１日届出）

飼い主のいない犬・ねこ引き取り

日 時 ３月１８日(木)

１３時～１３時１５分

場 所 役場前駐車場

問 保健福祉課 緯３４－１９３７

育 児 相 談

日 時 ４月６日(火)

９時３０分～１１時３０分

場 所 保健福祉センター １階

ふれあいホール

対象者 子育て中の保護者

内 容 身体測定、離乳食、育児相談

持ち物 母子健康手帳

問 保健福祉課 緯３４－１９３７

健健康福祉生健康福祉生活活

戸戸籍だよ戸籍だよりり

１5 １4

固定資産縦覧できます

家屋の新築・増築、土地の地目など

を変更した場合、相続や贈与・売買があっ

た場合には、課税台帳に新しい評価額

や所有者が登録されます。縦覧期間に、

役場窓口税務課でご確認ください。

縦覧期間 ４月１日(木)～３０日（金）

８時１５分～１７時

（土・日曜・祝日は除く）

持ち物 印鑑・本人の確認ができるも

の（納税通知書・課税明細書・

運転免許証・保険証など）

※本人でない場合は委任状が必要です。

手数料 無料

問 窓口税務課 緯３４－１９２８

道路ふれあい月間標語

めざそう予備自衛官補

予備自衛官になるための知識・技能

を修得するコースです。

一般は３年間で５０日、技能は２年間

で１０日の教育訓練を受け、教育修了後

予備自衛官となり、それぞれに応じた

階級となり、非常勤の国家公務員と

し、後方の警備・支援、災害救助活動

などを行います。

手 当 教育訓練参加日額 ７９００円

受け付け ４月９日（金）まで

試験日 ４月１７日（土）

問 自衛隊伊東地域事務所

緯０５５７ー３７－９６３２

毎年８月の「道路ふれあい月間」の

推進標語を募集しています。

「また歩こう そんな気になる

道がいい」（平成２１年度最優秀賞）

テーマ 道路は、生活の向上と経済の

発展に欠くことのできない国民共有の

財産。みんなが道路と親しみ、ふれあ

い、常に広く、美しく、安全に、とも

に楽しく利用し、子孫に受け継いでい

きましょう。

応募資格 小学生以上

募集期間 ３月３１日（水）必着まで

問 国土交通省道路局道路交通管理課

http://www.mlit.go.jp/report/press/road

01_hh_000099.html

健 康 相 談

健康相談および母子健康手帳交付

日 時 ３月１５日(月)

１３時３０分～１５時３０分

４月５日(月)

１３時３０分～１５時３０分

場 所 保健福祉センター

問 保健福祉課 緯３４－１９３７

母親学級（予約制）

妊婦さんのための教室です。

２回１コースの内容です。都合の悪

い人は、どちらか１回の参加でもかま

いません。

第１課 ４月７日(水)

１３時３０分～１６時

第２課 ４月２１日(水)

９時３０分～１３時３０分

場 所 保健福祉センター ２階

内 容

第１課 母と子の歯科保健など

第２課 妊婦体操・呼吸法について、

分娩の準備と経過など

持ち物 母子健康手帳 動きやすい服

装でお越しください。

問 保健福祉課 緯３４－１９３７

生 活 相 談

日 時 ３月１７日(水)１０時～１５時

場 所 保健福祉センター １階

ボランティア団体室

問 社会福祉協議会 緯３４－１２８６

検査前日の１６時までに電話予約して

ください。検査は匿名・無料。エイズ

検査は感染の心配のあった日から３カ

月後に受けてください。相談は随時受

け付けています。

日 時 ３月１７日(水)

問診・採血 ９時～１２時（要予約）

結果通知

エイズ検査 １４時～１６時３０分

肝炎検査 ２週間後

場 所 賀茂保健所 １階 相談室

問 賀茂保健所 地域医療課

緯２４－２０５２

エイズ検査と肝炎検査

おお知らお知らせせ

役場閉庁時間が１７時に

４月１日から、役場閉庁時間が変わ

ります。ご協力をお願いいたします。

開庁時間 ８時１５分（従来どおり）

閉庁時間 １７時

問 総務課 緯３４－１９１３

４月１８日河津町長選挙

平成２２年４月２５日任期満了に伴う河

津町長選挙を次のとおり行います。

立候補予定者は、立候補予定者説明

会・候補者届け出書類事前審査に出席

してください。

立候補予定者説明会

３月２９日（月）１３時３０分～

場所 役場２階 第２会議室

立候補者届け出書類事前審査

４月６日（火）１０時～１２時

場所 役場２階 第２会議室

立候補届け出受け付け（告示）

４月１３日（火）８時３０分～１７時

期日前（不在者）投票

４月１４日（水）～１７日（土）

８時３０分～２０時

場所 保健福祉センター

ボランティア団体室

投票 ４月１８日（日）７時～１８時

場所 町内指定投票所１１カ所

開票 ４月１８日（日）１９時～

場所 役場２階 議場

問 選挙管理委員会 緯３４－１９５７

水道の届けはお早めに

引っ越しなどで、町営水道の使用を

開始するときややめるときには、書類

による届け出が必要です。

使用開始・休止予定日の５日前まで

に、建設課水道温泉係で手続きをして

ください。

やむを得ず役場へ来ることができな

いときは、届け出用紙を郵送しますの

で、お早めにご連絡ください。

持ち物 印鑑

問 建設課水道温泉係 緯３４－１９５４

賃貸トラブル１１０番

電話相談、面談相談を無料で行いま

す。予約不要。

日 時 ３月２７日(土)１０時～１７時

面談会場 県司法書士会館（静岡市）

相談電話番号 緯０５４－２８９－０４７１

問 司法書士・井上緯０５５－９８３－５７２１

偽装電気工事に注意を

最近、東京電力沼津支店営業区域内（県

富士川以東）において、電話や訪問で

東京電力および関連会社を装いブレー

カーなどの機器の販売・取替えや電気

工事をセールスする事例が急増してい

ます。

東京電力から、ブレーカーなどの機

器の販売や電気工事のセールスを行っ

たり、業務を委託している事実はあり

ません。東京電力および関連会社社員

については、必ず勤務証を携帯してい

ますので、勤務証の提示をお求めくだ

さい。ご不審の場合は、東京電力まで

ご連絡をくださるようお願いします。

問 東京電力沼津カスタマーセンター

緯０１２０－９９５－９０２

かわづ花の会に入ろう

かわづ花の会では、町をたくさんの

花で飾ろうと、地域の花壇の手入れを

しています。会員には、年３回の花苗

配布や、会員間の交流事業もありま

す。お花が好きな方、いろいろな人と

知り合いたい方、地域の奉仕に興味の

ある方は、ご近所の会員か事務局まで

お問い合わせください。

問 産業振興課地域振興係

かわづ花の会事務局 緯３４－１９４６

募募募 集集

１１９番位置情報取得へ

下田消防本部では、１１９番で緊急通報

を受けた場合、通信事業者から情報を

取得し、発信した位置などがわかるよ

うになりますのでお知らせします。

開始日 ４月１日

情報取得対象

携帯電話（GPS対応機種のみ）及びIP電

話からの１１９番通報

※非通知設定の場合や、NTT加入電話

は、緊急性が高い場合のみ取得します。

問 下田消防署 総務課 緯２２－１８０４

役場庁舎

課税台帳
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姉妹都市長野県白馬村通信

ろ
が
一
番
苦
労
し
た
ら
し
く
、
右

も
左
も
わ
か
ら
な
い
中
、
不
安
に

な
っ
た
と
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま

し
た
。

現
在
の
バ
ン
ド
で
は
、
ボ
ー
カ

ル
兼
ギ
タ
ー
を
担
当
。
作
詞

作
曲
も
こ
な
し
、
マ
ル
チ
な

才
能
を
発
揮
し
活
躍
中
で
す
。

今
年
は
、2
月
に
関
東
一
周
、

３
月
に
は
西
日
本
一
周
ツ
ア
ー

が
決
定
し
て
お
り
、
忙
し
い

一
年
に
な
る
と
の
こ
と
。
目

下
の
目
標
は
、
メ
ジ
ャ
ー
デ

ビ
ュ
ー
。
い
つ
か
河
津
町
の

歌
を
作
っ
て
親
孝
行
に
な
れ

ば
と
の
言
葉
に
、
感
激
し
ま

し
た
。

夢
に
向
か
っ
て
が
ん
ば
っ
て
い

る
海
季
男
さ
ん
と
ペ
リ
ド
ッ
ト
・

カ
フ
ェ
を
こ
れ
か
ら
も
応
援
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

河
津
町
で
近
い
将
来
、
大
物

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
誕
生
す
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

村
木
海
季
男
さ
ん
は
、
昨
年
ペ

リ
ド
ッ
ト
・
カ
フ
ェ
と
い
う
バ
ン

ド
で
Ｃ
Ｄ
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た

し
ま
し
た
。

音
楽
に
目
覚
め
た
き
っ
か

け
は
、
小
さ
い
時
に
両
親
と

一
緒
に
行
っ
た
ス
ナ
ッ
ク
で
、

カ
ラ
オ
ケ
を
歌
っ
た
の
が
始

ま
り
。
周
り
の
お
客
さ
ん
の

反
応
も
よ
く
、
今
思
え
ば
、

そ
こ
か
ら
音
楽
の
道
が
始
ま
っ

た
の
か
も
と
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

学
生
時
代
は
、
部
活
の
吹

奏
楽
（
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
打
楽

器
担
当
）
と
バ
ン
ド
の
音
楽
漬
け

の
毎
日
。
東
京
の
音
楽
関
係
の
専

門
学
校
で
2
年
間
、
ボ
ー
カ
ル
の

勉
強
を
し
た
そ
う
で
す
。
こ
の
こ 河津LOVEな

ミュージシャン

村木海季男さん
メジャーデビューをめざす

取
材
・
平
川
和
也
さ
ん（
民
間
広
報
協
力
員
）

▼
広
報
か
わ
づ
の
歴
史
は
長
い

で
す
。
平
成
元
年
3
月
号
に
、

「
た
か
が
橋
、
さ
れ
ど
橋
」
と
い

う
特
集
で
、
民
間
広
報
協
力
員
が

浜
橋
か
ら
寒
天
橋
ま
で
架
け
た
鈴

木
長
蔵
氏
を
紹
介
し
ま
し
た
。
そ

の
中
に
長
蔵
が
伯
父
の
鈴
木
長
吉

に
つ
い
て
勉
学
に
励
ん
だ
と
あ
り

ま
す
。

年
も
の
時
を
経
て
、
今

20

月
の
長
吉
物
語
に
タ
ス
キ
が
繋
が

れ
ま
し
た
。
１
年
前
か
ら
準
備
し

た
み
な
さ
ん
、
お
つ
か
れ
さ
ま
で

し
た
。
▼
１
年
ぶ
り
に
見
上
げ
た

河
津
桜
、
今
年
は
特
別
鮮
や
か
な

ピ
ン
ク
色
に
見
え
ま
し
た
。（
A
）

の福島のり子選手、ノルディック複合の渡部暁斗選手、クロ
スカントリーの成瀬野生選手、柏原理子選手です。
村内の小中学校と白馬高校では、児童・生徒が各選手の応
援旗を制作して選手やご家族の方々に贈呈したほか、６選手が
出場する種目の開催日には役場に隣接する多目的ホールに大
型スクリーンを設置し、パブリックビューイングを実施して
村をあげて応援しました。
河津町のみなさんにこのお便りが届いているころには、ど
んな結果となっているのでしょうか。白馬村にメダルが持ち
帰られれば言うことはありませんが、結果はどうあれ各選手
が笑顔で帰国してくれることを祈ります。

こんにちは

保健師です。

テーマ

健診結果を
生活習慣改善に
生かそう！

ド
ロ
ー
ム
判
定
を
見
る
と
、
女
性

は
8
・
3
％
が
メ
タ
ボ
に
該
当
し

て
い
る
の
に
対
し
、
男
性
は

・
22

6
％
が
該
当
し
て
い
ま
し
た
。

「
血
圧
」
「
血
糖
値
」
「
悪
玉
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
」
の
異
常
が
多
い
！

河
津
町
で
は
、
高
血
圧
で
治
療

し
て
い
る
人
が
多
い
の
で
す
が
、

健
診
結
果
で
も
約

％
の
方
が
、

45

高
め
で
し
た
。
血
液
検
査
の
う
ち

血
糖
検
査
の
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
・
エ
ー

ワ
ン
シ
ー
が
高
め
の
人
が
約

％
、

41

悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
い
わ
れ

る
「
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
」

の
高
め
の
人
が

％
余
り
あ
り
ま

35

み
な
さ
ん
は
、
年
に
一
回
は
健

康
診
断
を
受
け
て
い
ま
す
か
？

健
診
の
結
果
は
い
か
が
で
し
た
か
？

平
成

年
度
に
実
施
し
た
特
定

21

健
診
の
受
診
者
、

歳
～

歳
、

40

74

人
の
受
診
結
果
を
集
計
し
て
み

７０５た
ら
こ
ん
な
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

メ
タ
ボ
は
男
性
に
多
い
！

受
診
者
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

し
た
。
最
近
糖
尿
病
が
増
え
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
町
で

も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

生
活
習
慣
病
は
予
防
が
大
切
！

生
活
習
慣
病
は
、
自
覚
症
状
が

ほ
と
ん
ど
な
く
、
症
状
が
出
る
こ

ろ
に
は
、
病
気
が
進
行
し
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
、
健
康
診

断
も
た
だ
受
診
す
る
だ
け
で
な
く
、

健
診
結
果
を
見
て
、
ち
ょ
っ
と
高

め
の
項
目
が
あ
っ
た
ら
、
自
分
の

生
活
習
慣
を
振
り
返
り
、
改
善
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

保
健
福
祉
課

保
健
師

飯
田

敦
子

白馬村からバン
クーバーオリン
ピックに過去最多
となる６名の選手
が出場しました。
モーグルの上村愛
子選手、西伸幸選
手、スキークロス

バンクーバーオリンピックに
６選手が出場しました!!
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